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日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

１

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

日奈久の人口
（５月末現在）

男 1,039人
女 1,242人
計 2,281人
(前月比-３人)
(2009年末3,444人)

令和６年８月号
（第１８０号）
発行者

日奈久住民自治会

<住民自治会関係会議等>
9日(金)市政協力員例会
19日(月)運営委員会
20日(火)広報部会

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

4日(日)ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会
11日(日) 山の日 野球大会
12日(月)振替休日
21･23日中学校サマースクール
24日(土)小中学校資源回収

８月の行事から７
月
16
日(

火)

開
催
の
運
営
委
員
会
か

ら
、
記
事
に
掲
載
し
な
か
っ
た
主
な
事
項

を
お
伝
え
し
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
会

・
町
内
対
抗
野
球
大
会
（
盆
野
球
）
は
、

８
月
11
日
（
日
）
午
前
８
時
試
合
開
始
で

す
。

○
事
務
局

・
第
３
回
日
奈
久
温
泉
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
３
月
30
日
（
日
）
に

開
催
。
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
櫛
山
ウ
ォ
ー

ク
は
、
３
月
20
日
（
木
、
春
分
の
日
）
か

23
日
（
日
）
に
開
催
予
定
。

・
市
政
懇
談
会
が
９
月
20
日
（
金
）
午
後

７
時
か
ら
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
校
区
の
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

住
民
自
治
会
運
営
委
員
会
か
ら

校
区
長
だ
っ
た
桑
原
秀
文
氏
と
新
校
区
長
の
西
村
一
夫
氏
よ
り
挨
拶
文
が
届
き
ま
し

た
の
で
、
紹
介
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
塩
北
町
の
市
政
協
力
員
に
は
、
宮
本
英
達
氏
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」

校
区
長
に
西
村
一
夫
氏
（
山
下
町
）
就
任

６
月
22
日
（
土
）
ゆ
め
倉
庫
に
お
い
て

日
奈
久
ス
ポ
ー
ツ
協
会
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
顧
問
・
常
任
理
事
・

町
内
理
事
・
種
目
部
長
14
人
が

出
席
（
委
任
状
24
人
）
し
、
令

和
５
年
度
事
業･

決
算
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
次
に
役
員
改
選
で

北
園
武
広
会
長
が
再
任
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
令
和
６
年
度
事

業･

予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
令
和
６
年
度
の
行
事
は
以

下
の
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。

○
７
月
28
日
卓
球
大
会

○
８
月
４
日

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

○
８
月
11
日
野
球
大
会

○
９
月
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

○
10
月
校
区
民
体
育
祭

○
11
月
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

○
１
月
駅
伝
競
走
大
会

就
任
の
挨
拶

こ
の
度
、
市
政
協
力
員
協
議
会

日
奈

久
校
区

校
区
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た

西
村
一
夫
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

大
任
を
賜
り
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。日

奈
久
校
区
は
、
市
内
で
も
少
子
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
地
域
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

そ
の
一
方
で
、
日
奈
久
温
泉
神
社
丑
の
湯

祭
り
を
は
じ
め
、
例
大
祭･

十
五
夜
綱
引

き･

九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火･

阿
蘇
神
社

例
大
祭･

母
の
日
マ
ル
シ
ェ
・
雛
祭
り･

ス

プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
等
、
地
域
の
行
事
が

活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
校
区
で
す
。

皆
様
と
一
緒
に
各
行
事
を
通
じ
て
校
区

全
体
を
盛
り
上
げ
、
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
な
お
一
層
、

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

退
任
の
挨
拶

私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
令
和
６
年

６
月
30
日
を
も
ち
ま
し
て
、
校
区
長
を
退

任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
前
校
区
長

の
後
を
引
き
継
ぎ
、
２
年
３
ヶ
月
の
期
間

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
無
事
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

校
区
の
皆
さ
ん
の
熱
意
と
頑
張
り
で
、

「
日
奈
久
を
ど
ぎ
ゃ
ん
か
し
な
け
れ
ば
」

新校区長

西村一夫氏

と
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
姿
に
感
動

し
た
毎
日
で
し
た
。
ま
た
、
連
携
を
取

り
、
ま
と
ま
っ
て
活
動
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
心
強
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
ま
と
ま
り
で
、
校
区
を
さ
ら
に
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
今
ま
で
大
変
お
世
話
に
な

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
奈
久
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
管
で
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
日
時

８
月
４
日
（
日
）

８
時
30
分
集
合
９
時
開
始

◆
場
所

日
奈
久
小
中
学
校
運
動
場

◆
そ
の
他

２
ラ
ウ
ン
ド
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。
ど
な
た
で
も
、
道
具
が
な
く

て
も
（
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
貸
し
出
し
ま
す
）

参
加
で
き
ま
す
。
奮
っ
て
参
加
く
だ
さ

い
。

前校区長

桑原秀文氏

日奈久スポーツ協会総会開催

北園武広会長再任

答弁する北園会長

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
目
指
し
て

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

昨年の大会の様子

７
月
16
日
（
火
）
の
７
月
住
民
自
治
会

運
営
委
員
会
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
日

奈
久
校
区
敬
老
会
の
日
時
が
決
ま
り
ま
し

た
。
住
民
自
治
会
の
も
と
、
市
政
協
力
員

な
ど
の
協
力
を
得
て
、
敬
老
会
の
お
世
話

を
婦
人
会
で
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
日
時

９
月
15
日
（
日
）
10
時
か
ら

◆
会
場

日
奈
久
中
学
校
体
育
館

※
式
典
後
は
む
た
ゆ
う
じ
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

８
月
20
日
過

ぎ
に
、
婦
人
会
役
員
が
敬
老
対
象
者
宅
を

訪
問
し
、
敬
老
会
の
案
内
状
と
お
祝
い
の

記
念
品
（
タ
オ
ル･

茶
葉
）
を
お
届
け
し
ま

す
。
そ
の
と
き
、
当
日
の
敬
老
会
式
典
へ

の
出
席
の
確
認
と
送
迎
バ
ス
が
必
要
か
を

お
尋
ね
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
コ
ロ
ナ
の
状
況

に
よ
っ
て
は
、
中
止
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

八代市からの感謝状を受ける桑原氏

令
和
６
年
度

敬
老
会
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

第
25
回
「
九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火
」

俳
句
、
絵
手
紙
を
募
集
！

皆
様
の
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
締
切
９
月
30
日

毎
回
、
多
く
の
方
々
か
ら
日
奈
久
に
作
品
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
日
奈

久
の
方
々
か
ら
の
応
募
も
年
々
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
第
25
回
目
と
な
る
今
年
も
、

文
化
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
、
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

☆
待
っ
て
ま
あ
す

ゆ
あ
俳
句

①
題
材
自
由

自
作
未
発
表
作
品

②
一
般
の
部

一
組
３
句
ま
で
投
句
料
千
円

（
何
句
で
も
応
募
可
）

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
小
中
高
生
）

一
人
２
句

無
料

③
応
募
方
法

応
募
用
紙
ま
た
は
Ａ
４
用
紙

漢
字
に
は
読
み
仮
名
を
つ
け
る

＊
応
募
用
紙
は
日
奈
久
温
泉
駅

織
屋
、
観
光
案
内
所
、
コ
ミ
セ
ン

に
置
い
て
あ
り
す
。

☆
絵
手
紙

待
っ
て
ま
あ
す

①
テ
ー
マ

「
日
奈
久
は
い
い
な
」
「
あ
り
が
と
う
」

②
応
募
方
法

は
が
き
に
描
き
ポ
ス
ト
に
投
函

（
差
出
人
氏
名
・
住
所
・
年
令
・

電
話
番
号
記
入
）

何
点
で
も
応
募
可
（
参
加
料
無
料
）

俳
句
・
絵
手
紙
送
付
先

〒
８
６
９
―
５
１
３
５

八
代
市
日
奈
久
中
町
５
１
６

日
奈
久
温
泉
観
光
案
内
所

℡
０
９
６
５
―
３
８
―
０
２
６
７

ば
ん
ぺ
い
湯
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
頭
火
が
泊
ま
っ
た
宿
が
当
時

の
ま
ま
残
っ
て
い
る
の
は
、
全
国

で
日
奈
久
だ
け
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
日
奈
久
の
宝
物
で
す
。
東

京
在
住
の
山
田
哲
也
様
が
、
快
く

市
に
貸
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

織
屋
の
当
番
募
集
！

九
月
の
土
・
日
で

半
日
か
一
日
。
い
い
日
を

連
絡
下
さ
い
。

日
奈
久
温
泉
観
光
案
内
所

３
８
ー
０
２
６
７
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２

７
月
10
日
（
水
）
ゆ
め
倉
庫
に
て
61
名

の
参
加
者
で
、
校
区
福
祉
推
進
協
議

会
主
催
の
ふ
れ
あ
い
委
員
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
竹
林
茂
晴
会
長
の
挨
拶
の

中
で
、
サ
ロ
ン
バ
ス
の
利
用
の
仕
方

や
、
八
代
市
の
ふ
れ
あ
い
委
員
・
見

守
り
対
象
者
・
高
齢
化
率
な
ど
の
現

状
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
第
６
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
お
れ
ん
じ
の
岩
崎
様
よ
り

「
日
本
が
抱
え
る
介
護
・
福
祉
の
現

状
と
そ
の
背
景
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
「
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
介
護
予
防

の
３
要
点
は
、
①
栄
養
②
身
体
活
動

③
社
会
参
加
で
す
。
日
頃
よ
り
住
民

同
士
の
助
け
合
い
の
基
盤
が
あ
る
こ

と
が
日
奈
久
の
強
み
で
す
」
と
い
う

話
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
八
代
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
松
山
様
よ
り
見
守
り
活
動
に
つ

い
て
、
「
高
齢
者
が
地
域
か
ら
孤
立
す
る

状
態
を
防
ぐ
た
め
に
ふ
れ
あ
い
委
員
の
見

守
り
が
必
要
で
あ
る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
お
互
い
さ
ま
の
日
な
ど
の
活
動
を

通
し
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」
と
締

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
各
町
内
ご
と
に
見
守
り

対
象
者
台
帳
の
見
直
し
の
た
め
の
情

報
交
換
を
し
て
、
さ
り
げ
な
く
・
無

理
な
く
・
顔
を
合
わ
せ
て
見
守
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

７
月
15
日
（
月
）
午
後
２
時
か
ら
、
日

奈
久
ゆ
め
倉
庫
に
お
い
て
、
日
本
を
代
表

す
る
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
歌
手
、
本
岩
孝

之
氏
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
岩
孝
之
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
を
聴
く
会

主
催
で
代
表
の
林
田
正
充
氏
は
、
「
日
奈

久
を
花
と
音
楽
で
盛
り
上
げ
た
い
。
そ
し

て
、
日
奈
久
の
人
々
の
力
を
一
つ
に
し
た

い
と
思
い
計
画
し
た
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

本
岩
氏
は
、
八
代
市
（
第
四
中
学
校
）

出
身
で
、
東
京
藝
術
大
学
声
楽
科
を
卒
業
。

現
在
は
、
山
梨
県
を
拠
点
に
、
全
国
各
地

で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た
り
、

オ
ペ
ラ
に
出
演
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
10
歳
の
時
に
、
八
代
少

年
少
女
合
唱
団
の
第
１
期
生
と

し
て
入
団
し
、
そ
の
と
き
の
指

導
者
だ
っ
た
小
早
川
恭
子
先
生

と
の
縁
で
、
今
回
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
実
現
し
ま
し
た
。

本
岩
氏
は
、
バ
ス
か
ら
カ
ウ

ン
タ
ー
テ
ナ
ー
ま
で
、
４
オ
ク
タ
ー
ブ
を

こ
な
せ
る
声
楽
家
で
、
圧
倒
的
な
声
量
と

力
強
く
豊
か
な
表
現
で
、
ア
ン
コ
ー
ル
を

含
め
10
数
曲
を
歌
い
上
げ
、
聴
衆
を
魅
了

し
ま
し
た
。
特
に
最
後
の
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

の
歌
曲
「
魔
王
」
は
、
４
つ
の
音
域
を
歌

い
こ
な
す
圧
巻
の
演
奏
を
聴
か
せ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
今
回
は
１
０
０
人
限
定
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
が
、
参
加
者
は
、

「
こ
の
よ
う
な
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
く
こ
と

が
で
き
て
と
て
も
ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
」
と

口
々
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。

資源回収を今年も下記の日程で実施いたします。この収益金は、児童生徒の教育活動

の充実に使用させていただいています。地域の皆様のご理解とご協力をよろしくお願い

します。

◇日 時 ８月２４日(土)午前７時～８時３０分（小雨決行）

◇回収品目

①新聞紙(広告紙がまざっていても可)

②雑誌（雑誌、週刊誌、本、教科書、ノート、カタログなど）

③段ボール（テープ等ついていても良い）

④アルミ缶(中は必ず洗い、つぶさない)

⑤ペットボトル（キャップとラベルを外し、きれいに洗った透明のもの）

⑥ビールびん(大･中)ビールケースのみも可

⑦一升びん（茶色の一升びんのみ）

※びんやアルミ缶の中は、何も入っていない状態でお願

いします。

※アルミ缶以外の缶は回収しません。

※今年度ペットボトルが追加されました。なるべくつぶ

さずにお出しください。

※回収品は、朝７時までにお出しください。

※雨の場合、紙類がぬれないような配慮をいただければ幸いです。

※詳しくは学校から回覧されるプリントでご確認ください。

日奈久小中学校ＰＴＡ 資源回収のお願い

６
月
23
日
（
日
）
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
収
穫

祭
に
出
店
し
ま
し
た
。
記
念
タ
オ
ル
が
32

枚
の
売
り
上
げ
、
協
賛
金
が
１
万
円
あ
り

ま
し
た
。
天
気
が
二
転
三
転
す
る
中
、
テ

ン
ト
が
張
れ
な
い
状
況
で
、
ず
ぶ
濡
れ
に

な
り
な
が
ら
の
対
応
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

今
後
も
、
球
磨
川
祭
り
に
も
出
店
予
定

で
す
。

ま
た
、
横
断
幕
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

み
ず
ほ
保
育
園
の
国
道
３
号
線
側
と
小
学

校
そ
ば
五
差
路
に
掲
示
し
て
あ
り
ま
す
。

も
う
１
カ
所
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

再
度
全
戸
に
協
賛
金
の
チ
ラ
シ
・
申
込

書
を
配
付
し
ま
し
た
。
お
盆
で
日
奈
久
に

里
帰
り
さ
れ
た
お
子
さ
ん
や
親
戚
の
方
に

日
奈
久
小
学
校
１
５
０
周
年
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
協
賛
金
へ
の
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

協
賛
金
の
目
標
は
、
３
０
０
万
円
で
す
。

現
在
１
０
３
３
７
０
０
円
集
ま
っ
て
い
ま

す
。

九
州
で
は
東
の
別
府
、
西
の
日
奈
久
と

い
わ
れ
た
日
奈
久
温
泉
を
訪
れ
た
有
名
人

や
名
士
は
数
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
八
代

地
域
振
興
局
発
行
「
日
奈
久
物
語
」
に
は

次
の
よ
う
な
人
達
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
高
松
宮
殿
下
《
金
波
楼
》
朝
香
宮
殿

下
、
徳
富
愛
子
（
小
説
家
蘆
花
夫
人
）
、

松
岡
元
外
務
大
臣
、
真
鍋
陸
軍
大
将
、
川

上
哲
治
（
巨
人
軍
監
督
）
《
泉
屋
旅
館
》

徳
富
蘇
峰
（
評
論
家
）
、
伊
豆
富
人
（
熊

日
創
始
者
・
日
奈
久
出
身
）
《
柳
屋
旅
館
》

田
中
澄
江
（
脚
本
家
）
、
向
井
吉
見
（
不

詳
）
、
宮
田
輝
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）
、

ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木
（
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
）
、

小
山
い
と
子
（
作
家
）
、
劇
団
俳
優
座
一

座
、
劇
団
雲
一
座
、
沢
田
一
精
（
熊
本
県

知
事
）
《
ひ
ら
や
ホ
テ
ル
》
八
代
亜
紀

《
不
知
火
ホ
テ
ル
》

な
ど
な
ど
の
皆
さ
ま
方
が
日
奈
久
の

歴
史
を
刻
ん
だ
足
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
書
や
色
紙
、
写
真
、
お

手
紙
な
ど
が
大
切
に
保
存
さ
れ
、
ロ
ビ
ー

に
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
奈
久
温
泉

の
お
湯
と
旅
の
物
語
を
丹
念
に
綴
っ
て
い

く
と
素
晴
ら
し
い
歴
史
遺
産
が
顔
を
出
す

で
し
ょ
う
。
」

江
戸
時
代
は
薩
摩
の
島
津
公
も
参
勤
交

代
の
途
中
、
御
前
湯
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

漫
画
家
長
谷
川
町
子
さ
ん
は
「
サ
ザ
エ
さ

ん
」
で
金
波
楼
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
思
え

る
場
面
を
か
い
て
い
ま
す
。
（
金
波
楼
に

掲
示
）

※
本
文
は
、
「
日
奈
久
物
語
」
か
ら
抜

粋
し
、
当
時
の
肩
書
等
を
付
記
し
ま
し
た
。

日
奈
久
小
学
校

１
５
０
周
年
の
部
屋
２

さりげなく・無理なく・顔を合わせる見守りを！
ふれあい委員研修会開催される

講話に聞き入る参加者

五差路に掲示された横断幕

響
く
歌
声
に
う
っ
と
り
し
ま
し
た
！

カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
歌
手

本
岩
孝
之
氏

愛
の
コ
ン
サ
ー
ト情感豊かに歌い魅了する本岩氏

我
が
国
の
憲
法
第
11
条
で
「
基

本
的
人
権
の
尊
重
」
が
宣
言
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
基
本
的
人
権
の

尊
重
と
は
、
「
人
が
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
持
つ
権
利
を
尊
重
す
る

こ
と
」
で
す
。
こ
の
基
本
的
人
権

は
、
「
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永

久
の
権
利
と
し
て
、
現
在
及
び
将

来
の
国
民
に
与
え
ら
れ
る
」
と
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
代
の
日
本
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
書
き
込

ま
れ
た
誹
謗
中
傷
に
耐
え
ら
れ
ず
、

自
ら
の
命
を
絶
っ
た
女
子
プ
ロ
レ

ス
ラ
ー
の
事
件
は
、
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
今
回
の
都
知
事

選
で
も
、
立
候
補
者
に
対
す
る
誹

謗
中
傷
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
個
人
に
対
す
る
誹

謗
中
傷
は
、
時
に
は
大
切
な
命
を

奪
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
恐

ろ
し
い
も
の
で
あ
り
、
重
大
な
人

権
侵
害
で
す
。
決
し
て
許
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
顔
が
見

え
な
け
れ
ば
（
名
前
が
分
か
ら
な

け
れ
ば
）
何
を
し
て
も
良
い
と
い

う
考
え
が
、
根
強
く
残
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
度

心
に
つ
い
た
傷
は
、
な
か
な
か
消

し
去
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
も
し
自
分
が
さ
れ
た
ら
」
と

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
さ
れ
た
人

の
思
い
を
考
え
る
心
が
必
要
で
す
。

互
い
を
思
い
や
り
認
め
合
う
こ
と

が
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
か
け
が
え
の
な
い
一
人
一

人
の
心
、
命
を
大
切
に
育
ん
で
い

け
る
町
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
子
供
た
ち

は
学
校
で
繰
り
返
し
学
ん
で
い
ま

す
。
私
た
ち
大
人
が
見
本
に
な
る

よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
こ
の
よ
う
な
人
権
侵
害

が
行
わ
れ
た
場
合
は
、
法
務
局
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
人
一
人
の
人
権
を
守
っ
て
、

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う

水
稲
防
除
実
施
へ
の
お
願
い

今
年
も
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
ド
ロ
ー

ン
を
使
っ
た
水
稲
防
除
を
７
月
か
ら
９
月

を
中
心
に
実
施
し
ま
す
。

住
民
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま

す
。

人権コーナー

日
奈
久
歴
史
散
歩

日
奈
久
温
泉
の
賓
客
た
ち

ひ
ん
き
ゃ
く

高松宮殿下ご使用の食器

（金波楼）


